
ある病源菌の検査薬は、病源菌に感染しているのに間違って陰性と１％の確率で判断し、
感染していないにもかかわらず２％の確率で陽性と判断してしまいます。
全体の１％がこの病原菌に感染している集団から１人をとりだした場合において

”陽性だったとき、実際は病源菌に感染していない確率”

をもとめましょう。
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条件付き確率の公式は
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